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自己分析活動（自己分析書の作成）の提案に関する意向調査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般財団法人教員養成評価機構

（１）自己分析活動（自己分析書の作成）の提案に対する貴機関のお考えを伺います
（２）同封の封筒にて、平成３０年１１月１６日(金)までに当機構事務局までご返送願います。
（３）ご回答に関する確認するため、こちらからご連絡を差し上げる場合がございます。お手数ですが、ご回答いただいた方のお名前（教員・事務職員）やご連絡先をお知らせ下さい。

大学名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学部名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

所在地：〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

回答者のお名前：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ご所属・職名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　メール・アドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

上記と異なる場合のみご記入ください。

連絡担当者のお名前：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ご所属・職名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　メール・アドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


１　貴機関における教職課程の自己点検・評価（自己分析）に関する現在の体制について、以下の中からあてはまる
ものをお選び下さい。
　　□　既に適当な委員会組織等が存在し、体制が整っている。
　　□　体制を整えるために、具体的な手続きが進行している。
　　□　体制を整えるかどうか検討中。
　　□　特に何もしていない。あるいは、当面、体制を整える予定はない。
　　□　その他（自由に記入願います。）
	





２　自己点検・評価（自己分析）を実施する場合、貴機関においては、どの単位が適切でしょうか（複数回答可）。
　　□　学部単位で実施
□　大学全体で実施
　　□　大学全体を単位とするが、希望等により一部の学部等のみで実施
　　□　「教職課程センター等」教職課程を担当する組織を対象に実施
　　□　その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３　「教員養成教育認定評価基準」を用いて自己分析を実施する場合、貴機関においては、どの基準領域について実
施することが効果的とお考えでしょうか（複数回答可）。
　　□　すべての基準領域を一度に実施
　　□　すべての基準領域を、時期をずらして段階的に実施
　　□　基準領域１について実施　
　　□　基準領域２について実施
□　基準領域３について実施
□　基準領域４について実施
□　基準領域５について実施
　　□　その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

４　（２，３を含めて）今回、当機構が提案した自己分析活動（自己分析書の作成）実施のご意向はございますか。
　□はい　　□いいえ　　□わからない

５　４で「はい」とお答えいただいた方にお尋ねします。
　　①　自己分析活動の着手はいつ頃なら可能でしょうか。　□平成３０年度内　□平成３１年度以降
　　②　自己分析書の作成完了はいつ頃になると思いますか。□平成３０年度内　□平成３１年度　□それ以降
③　作成した自己分析書を当機構ウェブサイトに掲載してよろしいでしょうか。
□はい　　□いいえ　　□わからない
　　④　以下の希望をお持ちでしょうか。
□　自己分析活動、自己分析書を作成する上で、詳細等を伺いたいので、来学してほしい。
　　　　　（後日、こちらから日程調整の連絡をいたします。）
　　　□　さらに詳細な資料がほしい。
　　　　　『日本型教員養成教育アクレディテーション・システムの開発研究報告書』
　　　　　（東京学芸大学　教員養成評価開発研究プロジェクト　２０１７年３月）
⑤　自己分析活動、自己分析書を作成する上で意見・要望があればご記入下さい。
	



６　４で「いいえ」「わからない」と答えた方にお尋ねします。
　　　①　「いいえ」「わからない」とした理由で次の中からあてはまるものはどれですか（複数回答可）。
　　　　　□　教員養成教育における質的向上の取組の必要性を感じない。
　　　　　□　教員養成教育における質的向上の取組として自己分析活動が適当かわからない。
　　　　　□　教員養成教育における質的向上の取組で自己分析活動は適当でない。
　　　　　□　自己分析活動や自己分析書を作成する体制づくりが難しい。
　　　　　□　自己分析活動や自己分析書を作成する時間的な余裕がない。
　　　　　□　自己分析活動や自己分析書を作成するのに時期的にふさわしくない。
　　　　　□　すでに十分な自己分析活動を行っており、これ以上の必要性を感じない。　
　　　　　□　現存の外部評価を受けているため、これ以上の必要性を感じない。
　　　　　□　自己分析活動や自己分析書を作成するのに認定評価基準が適当でない。
　　　　　□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　②　自己分析活動、評価基準、自己分析書書式、あるいは機構ウェブサイトに掲載することなど、本件全般について、意見・要望があれば記入ください（別紙でも可）。
	



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
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